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2025年３月期 第３四半期決算短信[日本基準]（連結） 

（公認会計士等による期中レビューの完了） 

 

 

当社は、2025年１月29日に2025年３月期 第３四半期決算短信[日本基準]（連結）を開示いたしました

が、四半期連結財務諸表について、公認会計士等による期中レビューが完了しましたのでお知らせいたします。 

 なお、2025年１月29日に発表した四半期連結財務諸表等について変更はありません。 
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2025年３月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2025年２月７日

上場会社名 ピー・シー・エー株式会社 上場取引所  東

コード番号 9629 ＵＲＬ  https://pca.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）佐藤 文昭

問合せ先責任者 （役職名）財務経理部長 （氏名）坂下 幸之 ＴＥＬ  03-5211-2711

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無：無

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 12,061 10.0 2,107 24.0 2,147 23.9 1,443 24.1

2024年３月期第３四半期 10,962 15.0 1,699 26.8 1,734 26.3 1,162 41.0

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 1,880百万円（55.9％） 2024年３月期第３四半期 1,206百万円（37.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 71.99 71.68

2024年３月期第３四半期 58.07 57.78

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 33,546 19,173 56.5 944.82

2024年３月期 33,557 18,963 55.7 932.76

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 18,945百万円 2024年３月期 18,685百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 81.00 81.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期（予想） 83.00 83.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,507 9.9 2,357 2.1 2,391 2.1 1,656 2.8 82.70

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 22,000,000株 2024年３月期 22,000,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 1,948,057株 2024年３月期 1,967,057株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 20,044,896株 2024年３月期３Ｑ 20,020,101株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一

定の前提に基づいております。予想に内在するさまざまな不確定要因やこの後の事業運営における内外の状況等

の変化により、実際の業績は見通しと異なる場合があります。業績予想の利用にあたっての注意事項等について

は、添付資料２ページをご参照ください。
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種類 売上高（百万円） 構成比（％） 前期比増減（％）

クラウドサービス 6,892 57.1 28.2

保守サービス 2,822 23.4 7.4

製品

（従来型ソフトウェア）
447 3.7 △53.3

商品（帳票等） 418 3.5 0.8

その他営業収入 1,481 12.3 △6.7

合計 12,061 100.0 10.0

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間における我が国の経済状況は、国内における行動制限解除や海外からの入国制限の緩

和によるインバウンド需要の回復等により個人消費や設備投資が増加し、経済活動の正常化が一層進んできており

ます。一方で金利上昇気配の高まりや円安の進行、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、エネルギー・資源コス

トの高騰などによる国内物価の上昇等、先行きが不透明な状況が続いております。

　基幹業務クラウドサービスや業務ソフトウェアの提供においても品質・サービスを維持するための費用が増加す

るなか、徹底した品質管理とサービス原価の低減、業務効率化等を行ってまいりましたが、当社においても2023年

７月より各種PCAソフトや保守契約等の製品・サービスの価格改定を行いました。

　そのような中で、当社はサブスクリプション型の基幹業務システムベンダーとして、開発・サポート資源をサブ

スクリプションサービスに注力するために、当社が提供しているパッケージ版の「PCAソフト」の販売を2024年３

月末で終了し、サポートも2029年３月に終了することといたしました。

　当社は「PCA Hub」を中心としたバックオフィス業務の「生産性向上」「デジタル化」を推進するためのサービ

スとして、会計システムとダイレクト連携する「PCA Hub 経費精算」を2025年春にリリースすることを予定してい

ます。「PCA Hub 経費精算」により経費申請から精算・管理までを一元化し、バックオフィス業務の効率化と正確

な管理が可能となります。

　また、創業50周年の節目となる2030年度を見据え、PCAVision2030として掲げていた「マネジメントサポート・

カンパニー」をミッションと捉え直し、2027中期経営計画を策定し2024年12月に公開いたしました。

　成長戦略骨子として以下の3つの重点施策を推進し、継続課金モデルを確立してまいります。

（１） 主力事業の成長力強化

　　　クラウドシフトの推進、Hubサービスの拡充、セールスマーケティングの強化

（２） 新ビジネス基盤整備と先行投資

　　　統合ID基盤整備とIDアセット活用、生成AI実装と業務の自動化研究、

　　　CVCによる非連続成長への先行投資

（３） サービス指向のモノづくり

　　　サービスデザイン、プロダクトオーナーシップ、開発投資評価、モダナイゼーションの4つの取り組みと

　　　開発投資計画の推進、HR領域のグループ製品開発計画の推進

　PCAクラウドシリーズの利用法人数は、2024年12月末で24,221法人となり順調に推移しています。「PCAクラウ

ド」「PCAクラウド on AWS」は、自社でのサーバー管理が不要で、初期費用がなくPCAソフトが利用可能なサービ

スとなっております。

　また、当社子会社で提供している勤怠管理のクラウドサービスについても「働き方改革」への対応を実現するた

めの一つの手段としての需要を見込み、今後も業績成長を図ってまいります。

　このような状況下において、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、価格改定やクラウドサービス

利用者の増加等により、売上高は12,061百万円（前年同期比10.0％増）となっております。利益項目については、

営業利益は2,107百万円（前年同期比24.0％増）、経常利益は2,147百万円（前年同期比23.9％増）となり、親会社

株主に帰属する四半期純利益は1,443百万円（前年同期比24.1％増）となりました。また、当社の所有している政

策保有株式を売却したことにより投資有価証券売却益22百万円及び投資有価証券売却損46百万円を特別利益及び特

別損失に計上しております。

　当社グループは単一セグメントにつき、セグメントごとの記載に代えて、種類別売上高を記載しております。

種類別売上高
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期における財政状態（連結）の変動状況におきましては、当社グループの財政状態に重要な影響を及

ぼすような事象等の特段の記載を要するものはございません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年４月25日の「2024年３月期　決算短信」で公表しました通

期の連結業績予想から変更はありません。今後の業績推移等によって通期業績予想の見直しが必要と判断した場合

には、速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2024年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,934 20,292

受取手形及び売掛金 3,074 2,566

電子記録債権 1,099 1,380

有価証券 100 300

棚卸資産 291 245

その他 372 519

流動資産合計 25,872 25,304

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 981 1,016

土地 2,371 2,371

その他（純額） 206 226

有形固定資産合計 3,559 3,614

無形固定資産

その他 186 247

無形固定資産合計 186 247

投資その他の資産

投資有価証券 2,773 3,385

その他 1,165 997

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 3,937 4,380

固定資産合計 7,684 8,242

資産合計 33,557 33,546

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2024年12月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 159 138

未払法人税等 434 373

契約負債 10,076 10,331

賞与引当金 475 231

役員賞与引当金 28 －

その他 1,664 1,492

流動負債合計 12,838 12,567

固定負債

役員退職慰労引当金 50 56

退職給付に係る負債 1,543 1,561

資産除去債務 130 165

その他 31 22

固定負債合計 1,756 1,805

負債合計 14,594 14,373

純資産の部

株主資本

資本金 890 890

資本剰余金 1,948 1,973

利益剰余金 15,939 15,760

自己株式 △874 △866

株主資本合計 17,904 17,757

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 781 1,187

その他の包括利益累計額合計 781 1,187

株式引受権 134 120

非支配株主持分 142 107

純資産合計 18,963 19,173

負債純資産合計 33,557 33,546
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 10,962 12,061

売上原価 4,022 4,260

売上総利益 6,940 7,801

販売費及び一般管理費 5,240 5,693

営業利益 1,699 2,107

営業外収益

受取利息 4 9

受取配当金 16 19

受取賃貸料 6 6

その他 7 5

営業外収益合計 35 40

営業外費用

その他 1 0

営業外費用合計 1 0

経常利益 1,734 2,147

特別利益

投資有価証券売却益 － 22

特別利益合計 － 22

特別損失

投資有価証券売却損 － 46

特別損失合計 － 46

税金等調整前四半期純利益 1,734 2,123

法人税等 549 649

四半期純利益 1,184 1,474

非支配株主に帰属する四半期純利益 22 31

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,162 1,443

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

四半期純利益 1,184 1,474

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 21 406

その他の包括利益合計 21 406

四半期包括利益 1,206 1,880

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,183 1,849

非支配株主に係る四半期包括利益 22 31

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

　当社グループは、情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 148百万円 182百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年２月７日

ピー・シー・エー株式会社

取締役会　御中

指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 中川　　隆之

指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 長谷川　卓昭

仰星監査法人

　東京事務所

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているピー・シー・エー株式会社の2024年４月１日から2025

年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連

結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

その他の事項

　会社の2024年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2024年２月９日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2024年６月20日付けで無限定適正意見を表明している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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